
第119期
中間報告書
2024年4月1日 

▲  

2024年9月30日

株主の皆様には格別のご高配を賜り、厚くお礼申し
あげます。

当中間連結会計期間におきましては、雇用・所得環
境の改善が進み、内需を中心に緩やかな回復基調で
推移いたしましたが、不安定な国際情勢による地政学
リスクの高まりや原材料・エネルギー価格の高止まり、
深刻化する人手不足に伴う物流費・労務費の上昇が
見込まれる等、経営環境は依然として不透明な状況が
続いております。

こうした状況のもと、当社グループは、当期が最終
年度となる中期経営計画の基本戦略を原則として維持
し、生産体制の効率化・合理化、新技術・新製品開
発の強化、サステナビリティ経営の推進等に注力して
まいりました。

当社グループの第119期中間期（2024年4月1日
から2024年9月30日）の営業の概況をご報告申しあ
げますので、ご高覧ください。

株主の皆様におかれましては、引き続きご指導ご鞭
撻を賜りますよう、宜しくお願い申しあげます。

証券コード4619

代表取締役
社長執行役員
最高執行責任者（COO）

遠田 比呂志

株 主 の 皆 様 へ
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当中間期の概況
主力製品の防水材を中心に、建築・構築物用塗料の販売が

堅調に推移するとともに、集合住宅大規模改修工事等の工事
関連売上が増収をけん引し、売上高は前年同期比19.6%増加
しました。損益面では、継続的に取り組んできた販売価格見
直しを含む増収の効果に加え、原価低減活動・経費低減策の
徹底により、前年同期比198.4%増加となりました。

●�航空機用塗料�
「スカイハロー」シリーズ

●�プール用塗料�
「プールエース」シリーズ

●��屋根用遮熱塗料
 「パラサーモ」シリーズ

事業概況
航空機用塗料で創業し、90年超にわたり、さまざまな機能性

塗料の開発、耐熱性や光学、化学などの多角的な研究に力を注
いできました。近年では、サステナビリティの観点から、環境
配慮型塗料の拡充に力を入れています。
また、当社子会社・ニットクメンテ㈱を通して、マンション
等の改修工事にも取り組むなど、安全でよりよい生活環境の創
造を目指しています。

（億円）

0

200
100

300
400
500

700
600

第117期 第118期 第119期

売上高［連結］ ▌通期　▌中間期

279

607

313

646

325

637（計画）

主に、塗料関連事業の増収により、当中間連結会計期間におけ
る売上高は、前年同期比3.9%増加となりました。

（百万円）
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継続的に取り組んできた販売価格見直し、原価低減活動・経費
低減策を推進した結果、当中間連結会計期間における経常利益
は前年同期比15.0%増加となりました。

　塗　料　  関連事業

売上高� 121億8千8百万円

セグメント利益� 5億3千1百万円

売上高構成比

37.4％
売上高構成比
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前年の中間配当金から1株あたり1円を増配し、22円とさせて
いただきました。年間では、4期連続の増配となる48円（前期
比で1株あたり2円増配）を見込んでおります。

●�ウレタン塗膜防水材�
「プルーフロン」シリーズ

●��塗り床材�
「ユータック」シリーズ

●�ニットクメンテ㈱による�
マンション改修工事
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音響測定・解析の専門施設を
有し、長年にわたり「音」に関す
る研究を続けてきました。その研
究開発力を強みとし、防音・防錆
技術を軸に、多彩な部品の開発・
設計、グローバル生産体制の整備
に取り組んできました。
古衣料を防音部品にリサイク

ルする等、マテリアルリサイクル
にも積極的に取り組んでいます。

国内自動車メーカーに
おける一部車種の生産停止
や台風に伴う工場の稼働停
止、中国をはじめとしたア
ジア地域におけるEV市場
拡大を背景とした販売低迷
等の影響を受け、主力製品
である吸・遮音材等の販売
が減少し、売上高は前年同
期比3.7%減少しました。損益面では、生産体制の効率化・合
理化、継続的な原価低減活動・経費低減策による収益性向上
を受け、前年同期比13.0%増加となりました。

事業概況

その他（保険代理業）
7百万円売上高

4百万円セグメント利益

自動車製品  関連事業

売上高� 203億7千万円

セグメント利益� 13億8千万円
00.0％
売上高構成比

62.6％
売上高構成比

▲リサイクルの取り組み

NEWS ＆ TOPICS

　「ルクスキュアF」は、当社が航空機用塗料で培った「高耐候性
フッ素樹脂のノウハウ」と、屋根瓦塗料で好評を得ている「光輝性
仕上げの技術」を融合させ開発した、塗り替え用の意匠性クリヤー
塗料です。エレガントな外観を演出する艶ありタイプと、シックで
モダンな雰囲気を演出する3分艶タイプがあり、お好みの質感に合
わせた仕上がりを選べます。また、優れた耐候性により、太陽光や
風雨などから建物を守り、長期間美しさを保つことができます。

※ �写真は実際の見た目と異なります。ラメ等の仕上り感は見本板等でご確認ください

▲施工前 ▲施工後

2液弱溶剤形フッ素樹脂高意匠性クリヤー塗料
ルクスキュアF

▲音響解析のための実車テストベンチ

▲当社の製品が採用されている部位
●�塗布型制振材 ●�フロアカーペット

当中間期の概況

　発売から20年以
上の実績を誇る遮熱
塗料「パラサーモ」
シリーズをリニュー
アルしました。屋根
や外壁表面の温度上
昇を抑え、快適な室
内環境を保つ遮熱性
に加え、従来品より
紫外線による塗膜の
劣化を防ぐ耐候性を向上させました。
　近年、地球温暖化による気候変動や異常気象などの背景から、
CO₂排出量削減への取り組みが一層重要性を増し、省エネ・節電効
果が期待できる遮熱塗料への注目が高まっています。当社は今後も
環境に配慮した、付加価値の高い製品の開発に注力してまいります。

遮熱塗料
「パラサーモ」シリーズ

※エポラオールプライマー遮熱ホワイト

基材

熱量
下塗り層と上塗り層の下塗り層と上塗り層の

ダブル
リフレクション
ダブル

リフレクション

パラサーモ
遮熱プライマー※

●遮熱塗装

赤外線赤外線

新商品

Renewal
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～省エネ・遮熱塗料での改修例～

■塗料事業本部

■本　　　　社

・パラサーモシリーズ
屋根用省エネ・遮熱塗料

・プルーフロンGRトップ遮熱
・ルーフガード遮熱
・プルーフロンGRトップ遮熱
・ルーフガード遮熱

屋上・ベランダ・バルコニー用省エネ・遮熱塗料
・パラサーモ外壁用シリーズ
・NTダンネツコート
・シルビアセラティーＮ遮熱

外壁用省エネ・遮熱・断熱塗料

・ユータックシリカ遮熱
・ユータックテクノ遮熱 ONE
・ユータックシリカ遮熱
・ユータックテクノ遮熱 ONE

通路用・遮熱舗装材

改修工事予定の方をご紹介ください

ご紹介いただきました工事が成約した場合、
謝礼金として成約金額に応じて紹介料を施工業
者様からお贈りします。

〇感謝の気持ちをお贈りします

ご紹介いただきました工事予定の方には、最
寄りの安心できる「ニットク・アメニティシステム
連合会」の施工業者様をご紹介いたします。下記、
塗料事業本部の営業所一覧をご参照いただき、
お気軽に最寄りの営業所へお声掛けください。
対象は、戸建て住宅、集合住宅（マンション等）、
工場などの「内外装工事」「屋根塗装工事」「防
水工事」「塗り床工事」などです。

商 号 日本特殊塗料株式会社
英 文 社 名 Nihon Tokushu Toryo Co., Ltd.
創 業 年 月 日 1929年6月1日
資 本 金 4,753百万円
上 場 市 場 スタンダード市場

（2023年10⽉ 市場区分変更）
従 業 員 数 連結1,166名（481名*）

＊（　）内人員は臨時従業員の外数です。
本 社 所 在 地 東京都北区王子三丁目23番2号
拠 点 国内6工場、子会社・関連会社21社

海外　�米国・中国・タイ・インド・�
インドネシア等

発 行 可 能 株 式 総 数 90,000,000株
発 行 済 株 式 の 総 数 21,853,311株

（自己株式1,757,889株を除く）
株 主 数 7,317名
所 有 者 別 株 式 数 比 率

株　　主　　名 持株数 持株比率
百株 ％

AUTONEUM HOLDING AG  31,151  14.25 
関 西 ペ イ ン ト 株 式 会 社  14,677  6.72 
株 式 会 社 三 菱 Ｕ Ｆ Ｊ 銀 行  8,788  4.02 
明治安田生命保険相互会社  7,560  3.46 
株 式 会 社 中 外  7,267  3.33 
ニ ッ ト ク 親 和 会  6,689  3.06 
株式会社シティインデックスサード  6,604  3.02 
株 式 会 社 ヒ ロ タ ニ  5,490  2.51 
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）  5,150  2.36 
株式会社日本カストディ銀行（信託口）  5,102  2.33 

（注）	�当社は自己株式1,757,889株を保有しておりますが、上記大株
主から除いております。

	 また、持株比率は自己株式を控除して計算しております。

一般法人
29.5%

金融機関等
17.7%

外国法人等
22.1%

自己株式　7.5%
個人・
その他
23.2%

住所変更、配当金の振込先指定、単元未満株式の買取・買増請求
その他のお問い合わせ先は、以下のとおりです。
■証券会社等の口座に記録された株式
　お取引のある証券会社等へお問い合わせください。
■特別口座に記録された株式
　�三菱UFJ信託銀行株式会社（特別口座管理機関）にお問い合わ
せください。〈お問い合わせ先〉0120-232-711（通話料無料）

■ 会社概要（2024年9月30日現在）

■ 株主の皆様へご案内

■ 大株主の状況（2024年9月30日現在）

■ 株式に関する事務手続きについて
■ 株式の状況（2024年9月30日現在）
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